
 

第１４０回  エフエム栃木放送番組審議会  議事録 

 

 

 

１  開催年月日    平成２０年６月１２日（木）  １１：００～１２：３０ 

 

 

２  開催場所      宇都宮グランドホテル 

 

 

３  委員の出席    委員総数            ８人 

                  出席委員数          ５人 

 

 

出席委員の氏名  ◎森内 律子 

片岡 真理 

片山 貴之 

          島田 恭子 

                   早川 冨美子 

 

欠席委員の氏名 ○青木 敬信 

                   古磯 勝子           

                   須賀 英之 

             

 

放送事業者側出席者 高松 征雄  代表取締役  

原田 宏   取締役放送部長 

佐藤 望   放送部長代理 

                   佐藤 由紀子 放送部 

 

 

４ 議題     番組の試聴及び意見交換 

 

 

５ 議題の概要  （１）幣社が社会貢献活動として制作した番組の試聴及び意見交換 

（２）ベリテンライブについて 

（３）その他 

（４）次回（７月）の開催日程について 

 

  

６ 議事の内容 

 

（１） 幣社が社会貢献活動として制作した番組の試聴及び意見交換 

 

事業者側：幣社では「喜連川社会復帰センター」の要請に応え、受刑者向けのリクエスト番組 

名付けて「喜連川ほっとベリータイム」（ＤＪ：鹿島田千帆）を制作し、去る４月２５日（金）

の午後６時から７時まで所内限定で特別放送した。 

内容は、受刑者からリクエスト曲を募り、添えられたメッセージを紹介した後に曲をかける

というシンプルな番組。センター側の報告によると、初めての受刑者向けの番組であり、 

自分たちのリクエスト曲がそのメッセージとともに流されたとあって、大変な反響を呼んだ

とのこと。 

今回は、そのダイジェストをお聴きいただき、「刑務所」と連動した社会貢献活動に 

ついてもご意見をお願いします。 

 

 

 

 



 

委員 ：リクエストは何曲ぐらいあったのか？ 

 

 

事業者側：残念ながら、リクエストの総数ははっきりと把握していないが、リクエストはほぼ採用した。

なお、番組でかけた曲は１１曲。事前にセンター側で内容を吟味し、絞った上でリクエスト

してきているようだ。 

 

 

委員 ：受刑者はどういう形で放送を聴いていたのか？ 

 

 

事業者側：ここは最近できた施設で各独房にラジオやテレビもあり、金曜日の夕方の時間帯は 

弊社の放送を施設内で流しているそうで、今回は独房で聴いたとのこと。中には 

号泣する受刑者もいたそう。 

 

 

委員 ：リクエストした受刑者のメッセージも合わせて放送を聞いたので、私も涙が止まらなかった。

こういう所にいると、イニシャルとはいえ、自分の名前が呼ばれてリクエスト曲がかかる 

こと自体、得難い経験なのかもしれない。“自分”という存在が確かめられない状況にいる

のだから。受刑者にとっても音楽の持つ力はすごい！ということを感じた。 

こういう形で音楽のすばらしさを伝えていくことは、本当に社会貢献になるし、これから 

受刑者が社会復帰していく上で役に立つと思う。 

 

 

委員 ：音楽のすばらしさとともにＤＪの鹿島田さんの語りが落ち着いていて、優しく、大人の 

女性の声で、改めて音楽と語りの癒しの力を再認識する思いだった。 

 

 

委員 ：確かに、語りはプロらしくすばらしかった。 

 

 

委員 ：番組の構成は音楽とメッセージでいく、というのはセンター側の希望なのか？ 

 

 

事業者側：はい。刑務所内の放送ということで、慎重を期し、ＤＪがじっくりと台本を作り、 

それを読む、という形で収録した。 

 

 

委員 ：聞いていて胸が熱くなりすばらしい番組だった。音楽が心を癒す力を感じた。 

できれば、一般の人にも番組を聞かせたかった。 

昨今の殺伐とした世相も癒されたのではないか。 

 

 

委員 ：ＤＪのさわやかな感じも良かった。音楽の効用ということがいわれるが、いい音楽は人間の

心の切なさというか、人間の本質に触れるものなのだろう。選曲も演歌が多いのかと想像 

していたが、全然違い、メロディックというか新しい音楽が多かったのが意外だった。 

 

 

委員 ：これだけ感動させる番組なのだから、一般の人にも聞いてもらう機会があってもいいのでは

ないか。 

 

 

事業者側：過去に、ＦＭ岩手で刑務所内から放送したことがあった。ただ、センター側がどう考える 

のか、また、犯罪被害者の方々がどんな印象を持つのか、といった様々なハードルが 

出てくる。 

センター側の強い要望もあるため、この番組は２ヶ月に１度のペースで続けていく予定。 

 



 

（２） ベリテンライブについて 

 

幣社主催の音楽ライブの出演が６人まで決定したことについて報告した。 

 

 

（３） その他  

 

平成１９年度の決算について説明した。 

 

 

（４） 次回７月の開催日程について 

 

次回の開催を７月１０日（木）にすることについて全員の了解を得た。 

 

 

 

７  答申または改善意見に対してとった措置および年月日 

   

なし 

 

 

 

８   答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日 

 

ａ）放送：６月２９日（日）午後７時５５分の「レディオベリー インフォメーション」内。 

 

ｂ）書面：本社事務所に備え置き。 

 

ｃ）インターネット：エフエム栃木ホームページ内。 

 

 

 

９  その他の参考事項    

 

なし 


